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1. 2019年10月期第3四半期の連結業績（2018年11月1日～2019年7月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年10月期第3四半期 9,852 2.7 △11 ― △72 ― △312 ―

2018年10月期第3四半期 9,591 6.4 214 △27.6 △19 ― △118 ―

（注）包括利益 2019年10月期第3四半期　　△321百万円 （―％） 2018年10月期第3四半期　　△121百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年10月期第3四半期 △30.39 ―

2018年10月期第3四半期 △11.61 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年10月期第3四半期 17,079 2,778 16.3 267.70

2018年10月期 16,609 3,132 18.9 306.08

（参考）自己資本 2019年10月期第3四半期 2,778百万円 2018年10月期 3,132百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年10月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00

2019年10月期 ― 0.00 ―

2019年10月期（予想） 8.00 8.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年10月期の連結業績予想（2018年11月 1日～2019年10月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,100 9.6 420 42.1 340 764.4 85 ― 8.31

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年10月期3Q 11,190,400 株 2018年10月期 11,190,400 株

② 期末自己株式数 2019年10月期3Q 812,605 株 2018年10月期 955,605 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年10月期3Q 10,275,873 株 2018年10月期3Q 10,234,795 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の基準に基づいており、実

際の業績等は様々な原因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）Ｐ. ３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行っており

ます。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国及び中国の貿易摩擦の影響を受け、製造業を中心として

中国向け輸出が低迷しており、足踏み感が広がっております。一方、雇用情勢については、サービス業を中心に依

然として人手不足の状況にあり、雇用者数、実質賃金共に堅調な拡大傾向が続いております。 

介護サービス業界においては、政府が「一億総活躍社会」の実現に向けて介護離職ゼロの方針を掲げ、介護施設

の整備・増設対策を打ち出す一方、サービスの担い手である人材の確保について厳しい状況が続いております。 

当社グループは、事業の要である人材に対して、多様な働き方や職場環境を提供するため、ワークライフバラン

スや研修制度の充実、処遇改善、海外展開によるグローバル化等の取り組みを行ってまいりました。 

このような状況のもと、当第３四半期連結累計期間の売上高は98億52百万円（前年同期比2.7％増）と増収とな

りましたが、営業損益は前連結会計年度後半に開設した施設の固定費増などにより11百万円の損失（前年同期は２

億14百万円の営業利益）となり、経常損益は72百万円の損失（前年同期は19百万円の経常損失）となりました。親

会社株主に帰属する四半期純損益は減損損失99百万円を計上したことなどにより３億12百万円の損失（前年同期は

１億18百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。 

 

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

なお、2018年５月１日付のエルケア株式会社からロングライフファーマシー株式会社（現ロングライフメディカ

ル株式会社）への医療関連事業の承継に伴う損益管理区分の見直しを行い、前第３四半期連結会計期間より、従来

まで「在宅介護事業」の区分としていた医療関連事業を「その他」の区分に変更しており、遡及処理後の前年同期

数値との比較を行っております。

 

①ホーム介護事業 

ホーム介護事業につきましては、当第３四半期連結会計期間末におけるホーム数は22ホームで居室総数は960室

となっております。ホーム介護事業の運営体制の効率アップ並びにブランディング活動等の営業強化により、入居

率の引き上げに注力しております。 

ホーム介護事業の売上高は34億１百万円（前年同期比2.4％増）、経常損失は２億63百万円（前年同期は９百万

円の経常利益）となりました。 

②在宅介護事業 

在宅介護事業につきましては、当第３四半期連結会計期間末におけるサービス数は132サービスとなっておりま

す。事業拠点の見直しによる収益力の向上並びに障がい支援サービス等の介護保険適用外サービス獲得のための活

発な営業活動を行っております。

在宅介護事業の売上高は42億７百万円（前年同期比2.4％増）、経常利益は４百万円（前年同期比90.6％減）と

なりました。 

③福祉用具事業 

福祉用具事業につきましては、福祉用具の販売・レンタル、住宅改修の専門企業として、お客様の日常生活の自

立を支援するサービスを提供しております。 

福祉用具事業の売上高は11億45百万円（前年同期比9.3％減）、経常利益は10百万円（前年同期比44.6％減）と

なりました。 

④フード事業 

フード事業につきましては、主に当社が運営する有料老人ホーム等に食事を提供しております。また、オリジナ

ル商品の販売等によるグループ外への営業強化に注力することで、ブランド力の向上に努めております。 

フード事業の売上高は28百万円（前年同期比37.6％減）、経常利益は５百万円（前年同期比75.5％減）となりま

した。 
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⑤リゾート事業 

リゾート事業につきましては、函館、箱根、由布院、石垣島の全国４拠点において会員制リゾートホテルの運営

を行っております。 

リゾート事業の売上高は３億39百万円（前年同期比109.7％増）、経常損失は44百万円（前年同期は１億91百万

円の経常損失）となりました。 

⑥その他 

その他につきましては、調剤薬局事業及び医療関連事業を行う連結子会社の「ロングライフメディカル株式会

社」、国内外企業への投資及びコンサルタント事業を行う連結子会社の「ロングライフグローバルコンサルタント

株式会社」及び「朗楽(青島)頤養運営管理有限公司」の３社により構成されております。 

当セグメントの売上高は７億29百万円（前年同期比5.4％増）、経常利益は17百万円（前年同期は18百万円の経

常損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ４億69百万円増加し、170億79百万円となり

ました。 

流動資産につきましては、前連結会計年度末より２億43百万円減少し、44億74百万円となりました。その主な内

訳は、現金及び預金が１億85百万円減少したことによるものであります。 

固定資産につきましては、前連結会計年度末より７億12百万円増加し、126億４百万円となりました。その主な

内訳は、有形固定資産が７億32百万円、のれんが30百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

流動負債につきましては、前連結会計年度末より５億27百万円減少し、71億46百万円となりました。その主な内

訳は、短期借入金が３億81百万円、前受金が２億26百万円それぞれ減少したことによるものであります。 

固定負債につきましては、前連結会計年度末より13億51百万円増加し、71億54百万円となりました。その主な内

訳は、長期借入金が13億56百万円増加したことによるものであります。 

また、純資産は前連結会計年度末に比べ３億54百万円減少し、27億78百万円となり、自己資本比率は16.3％とな

りました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年10月期の業績予想につきましては、2019年３月６日に公表しました内容に変更はございません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

（2018年10月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年７月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,279,263 1,094,022 

受取手形及び売掛金 1,682,523 1,684,620 

たな卸資産 217,871 191,281 

預け金 1,140,345 1,140,626 

その他 409,351 363,702 

貸倒引当金 △11,732 － 

流動資産合計 4,717,622 4,474,254 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 8,809,438 8,597,633 

減価償却累計額 △2,977,119 △3,041,523 

建物及び構築物（純額） 5,832,318 5,556,110 

車両運搬具 16,807 16,606 

減価償却累計額 △11,213 △12,720 

車両運搬具（純額） 5,594 3,886 

工具、器具及び備品 799,330 777,659 

減価償却累計額 △487,144 △512,475 

工具、器具及び備品（純額） 312,185 265,183 

土地 3,679,322 3,679,322 

リース資産 340,413 348,310 

減価償却累計額 △307,074 △318,674 

リース資産（純額） 33,338 29,636 

建設仮勘定 914,418 1,975,840 

有形固定資産合計 10,777,178 11,509,980 

無形固定資産    

のれん － 30,960 

その他 46,499 53,269 

無形固定資産合計 46,499 84,230 

投資その他の資産    

投資有価証券 126,031 106,179 

関係会社株式 0 5,000 

差入保証金 740,594 712,884 

長期前払費用 57,097 49,634 

繰延税金資産 20,104 10,134 

その他 124,605 126,933 

投資その他の資産合計 1,068,433 1,010,766 

固定資産合計 11,892,111 12,604,977 

資産合計 16,609,734 17,079,231 

 

- 4 -

ロングライフホールディング㈱（4355）2019年10月期　第3四半期決算短信



 

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

（2018年10月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年７月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 191,102 170,002 

短期借入金 551,200 170,000 

1年内返済予定の長期借入金 378,660 428,660 

リース債務 14,475 11,265 

未払金 396,653 334,060 

未払費用 585,298 610,513 

未払法人税等 20,546 70,391 

前受金 5,353,030 5,126,192 

賞与引当金 96,536 85,520 

契約解除引当金 14,554 6,335 

その他 71,653 133,528 

流動負債合計 7,673,710 7,146,469 

固定負債    

長期借入金 5,540,135 6,896,440 

リース債務 17,353 16,849 

繰延税金負債 22,016 17,423 

退職給付に係る負債 99,728 114,106 

資産除去債務 112,905 97,213 

その他 11,197 12,628 

固定負債合計 5,803,336 7,154,661 

負債合計 13,477,046 14,301,131 

純資産の部    

株主資本    

資本金 100,000 100,000 

資本剰余金 － 10,982 

利益剰余金 3,245,695 2,851,506 

自己株式 △251,175 △213,273 

株主資本合計 3,094,520 2,749,215 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 40,742 30,478 

為替換算調整勘定 △2,575 △1,593 

その他の包括利益累計額合計 38,167 28,884 

純資産合計 3,132,687 2,778,100 

負債純資産合計 16,609,734 17,079,231 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年11月１日 
 至 2018年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年11月１日 

 至 2019年７月31日) 

売上高 9,591,953 9,852,099 

売上原価 7,529,982 7,830,675 

売上総利益 2,061,970 2,021,424 

販売費及び一般管理費 1,847,100 2,032,924 

営業利益又は営業損失（△） 214,870 △11,499 

営業外収益    

受取利息 29 29 

受取配当金 2,657 2,916 

受取保険金 229 10,549 

持分法による投資利益 1,722 － 

その他 7,072 15,825 

営業外収益合計 11,710 29,319 

営業外費用    

支払利息 58,450 65,570 

支払手数料 152,523 18,750 

租税公課 19,722 － 

その他 15,715 5,677 

営業外費用合計 246,412 89,997 

経常損失（△） △19,831 △72,177 

特別損失    

減損損失 － 99,954 

投資有価証券評価損 － 5,323 

その他 1,946 20,978 

特別損失合計 1,946 126,256 

税金等調整前四半期純損失（△） △21,778 △198,433 

法人税、住民税及び事業税 42,943 103,078 

法人税等調整額 54,113 10,797 

法人税等合計 97,057 113,876 

四半期純損失（△） △118,835 △312,310 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △118,835 △312,310 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年11月１日 
 至 2018年７月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年11月１日 

 至 2019年７月31日) 

四半期純損失（△） △118,835 △312,310 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △2,658 △10,264 

為替換算調整勘定 228 981 

その他の包括利益合計 △2,429 △9,282 

四半期包括利益 △121,265 △321,592 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △121,265 △321,592 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、2019年５月15日開催の取締役会決議に基づき、2019年５月15日を期日とし、譲渡制限付株式報酬として

自己株式の処分を行いました。この処分により自己株式は37,901千円（144,200株）減少いたしました。その後、

付与株式の返還による増加（1,200株）もあり、当第３四半期連結会計期間末において自己株式は213,273千円

（812,605株）となりました。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2017年11月１日 至 2018年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

ホーム 
介護 

在宅介護 福祉用具 フード リゾート 計 

売上高                

外部顧客への売
上高 

3,320,927 4,107,275 1,263,435 45,972 162,003 8,899,614 692,338 9,591,953 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

2,250 2,025 66,457 452,435 1,336 524,505 14,228 538,733 

計 3,323,177 4,109,301 1,329,893 498,407 163,340 9,424,119 706,566 10,130,686 

セグメント利益又
は損失（△） 

9,137 50,079 18,547 20,865 △191,105 △92,474 △18,055 △110,530 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調剤薬局事業、医療関連事業、投

資事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 △92,474  

「その他」の区分の損失（△） △18,055  

未実現利益の調整額 107  

全社損益（注1） 84,744  

その他（注2） 5,847  

四半期連結損益計算書の経常損失（△） △19,831  

（注）1．全社損益は、当社におけるグループ会社からの経営指導料収入及びグループ管理に係る費用であります。

2．その他は、主に報告セグメントに帰属しない会社（持株会社である当社）に対する取引高の消去であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2018年11月１日 至 2019年７月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
 

ホーム 
介護 

在宅介護 福祉用具 フード リゾート 計 

売上高                

外部顧客への売
上高 

3,401,066 4,207,668 1,145,320 28,683 339,672 9,122,411 729,688 9,852,099 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

3,400 3,626 73,764 456,609 1,095 538,495 9,967 548,463 

計 3,404,466 4,211,294 1,219,084 485,292 340,768 9,660,907 739,655 10,400,562 

セグメント利益又
は損失（△） 

△263,088 4,686 10,273 5,110 △44,867 △287,885 17,758 △270,127 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調剤薬局事業、医療関連事業、投

資及びコンサルタント事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 △287,885  

「その他」の区分の利益 17,758  

未実現利益の調整額 107  

全社損益（注1） 197,392  

その他（注2） 450  

四半期連結損益計算書の経常損失（△） △72,177  

（注）1．全社損益は、当社におけるグループ会社からの経営指導料収入及びグループ管理に係る費用であります。

2．その他は、主に報告セグメントに帰属しない会社（持株会社である当社）に対する取引高の消去であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

2018年５月１日付のエルケア株式会社からロングライフファーマシー株式会社（現ロングライフメデ

ィカル株式会社）への医療関連事業の承継に伴う損益管理区分の見直しを行い、前第３四半期連結会計

期間より、従来まで「在宅介護事業」の区分としていた医療関連事業を「その他」の区分に変更してお

ります。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の方法に基づき作成しております。 

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当第３四半期連結累計期間にて、ホーム介護事業において87,132千円の減損損失を計上しており、そ

の他セグメントのうち調剤薬局事業において7,053千円の減損損失を計上しております。また、各報告セ

グメントに配分していない全社資産において5,768千円の減損損失を計上しております。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
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